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1A-1)人工心臓弁置換術後の長期抗凝固療法

下における頭蓋内出血
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人工心臓弁置換術後の長期抗凝固療法下をこおける蒐籍

な合併症の一つである頭蓋内出血の治療の際,止血と血

栓症の予防という相反する問願が生 じうる.今回人工弁

置換術後の最期抗凝固療法下に生 じた頭蓋内出血5例

(,ト脳J-I用11例､ 脳内出血2例,慢性硬膜下血腫2例)

における治療経験につき報吾する.術前iこ抗凝固薬を中

和 し.血腫除去術を施行した.術後抗凝固薬を再開する

までの間,血栓症の予防に-パリソの持続点滴を行なっ

た.へべ日ソ(千)勤果は,HemochronA(T(activiiting

例では術前より heparinizationを施行 し,FOY を併

周 した.入院時昏睡状腰であった脳内出血の1例は死亡

したが,髄の確例は独歩退院 した.人工弁置換術後の抗

凝固噂法下における頭蓋内出血の治療に際 しては.血栓

症の予防も考え食わせ,心臓外科と連絡をとりながらの

凝血学的監視が必要であると考えられる.

1A-21 両側性同期性脳廿i血の 1例
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高令化社会の到来と共に∴軌血圧性髄出血の再発症例

にも遭遇する塵会が多くなっている.これらには同側性

再発,対側性 (両側性)再発があるが,再発性脳出血の

発生頻度は10-200F.である.さて今回,演者吊よ同期性

にかつ両側性に発症 した極めて稀な脳出血例を経験 した

ので,文献的考察を合せ報告する.症例は49才女性.塞

訴は噂眠状態と左上下肢脱力.既往歴では約 5年前から

高血圧症を指摘されていたが,束治療であった,現病歴

では,平成4年11月21日,職場で終業前に具合が悪 くな

り倒れた.療畦はなかったが,発語もみられず.同日当

村に入院.入院時 CTで右被殻出血十王尾状核頚部出

血が確認された.神経学では右-の杖｢司偏‡臥 左 L下枝

脱九 左深部膝反射尤進.左病的反射陽性.発症4F]目

に CT 誘導定位脳手術によ阜脳内血睦吸引 ト12mll術

施行.術後経過良好で約 1カ月でり′＼ビ.1病院iこ転院.

退院時の ADL3,左運動障害と構音障害の残存をみた.

lA-3) 脳 出血 再 発例 の検 討
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当料をこおいて19鋸年4月から1992年12月までの期間

に巌出血で入院した愚老 132名のうち,脳出血再発 ア例

について検討した.

脳出血再発7倒し')平均年齢は61.6±8.7歳で､男2例,

女5例であー-､た.再発期間は3年十L内2f札 3-9年3

例.10勘十上二2例て,平均 80.0±･17.61JJ.F]であり,再

発時出血量は 1Oml未満3例,10-99n113例,100ml

以上 1例で,平均 33.0±服.7mlであった.初発およ

び再発出血部位は,視床-視床 3例,視床-蟹殻 1例,

視床-尾状核 1例,被穀-視床 1例,皮質下-皮質下 1

例で,初発および再発.'nti血左右別では,初発左6例.右

1例であり, 同側出彪2例,対側出血5例であった.脳

出血再発後n予後は,ど()od群2例.poor肝4例,死

亡1例と不良であ･').good群2例は共に再出血巌が 1.O

nllと少なかった.

これ吊]験例に若 T-の文献的考察を加えて報告する.

lA-4)-l.-コー-下血畦除去85例のまとめ

-大きな血腫に対する効果一
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高血托性脳出血iこ対して近年.骨頭による血腫除去吸

引法が多用されている.当院において過去5年間にエニト-

下血瞳除去が行われたのは85例で.今回そのうち血腫量

が 50mlを越す例について検討 したので報告する.い

ずれの症例も血腫の増大が停止し,重篤な脳幹症状を伴

わない例であり,全エコ-下血腰除去例の17%を占めて

いた.発症から手術まで5から16時間 (平均 10.5時間)

であったが,術後の威厳増大例や神経症状の増悪例はな

く,CT 上の血腫除去率は手術の翌日で平均520/.I,最終


